
.  ךغ٤ُؕ٤و٭؛㛡喋䓪ס杼鉮
近年、LGBTQ+(性的マイノリティー)であるこ

とを明らかにする留学生が増えています。

LGBTQ+の学生は、異国である日本の文化や言語

を習得する以外に、その国で新たにできた友人

や世話になる人々へ、自分のアイデンティティ

をどのように説明するか、また、カミングアウ

トをしてどのような対応をされるのかなどの葛

藤を常に抱えていることも稀ではありません。 

国際ロータリー理事会は、ロータリーが「多

様性を重んじ、年齢、民族、人種、肌の色、能

力、宗教、社会的地位、文化、性別、性的指向、

性自認にかかわらず、あらゆる背景をもつ人の

貢献を称える」ことを再確認しています。 

LGBTQ+の学生を含め、どのような留学生であ

っても、米山奨学生としての誇りを持って学業

に専念し、地区の行事や世話クラブの活動にも

参加できるよう、あらためて皆さんのご理解と

ご配慮をよろしくお願いいたします。 

. ⺨㏐ך㝢㰢榟٤٘ب٭ط٤ؙٛ؛ꝧ⤹
新しい奨学生を迎える季節になりました。今

年の奨学生オリエンテーションも新型コロナウ

イルスの状況に配慮しながらの開催となってい

ます。人と人との交流が希薄になりがちな時代

ですが、米山奨学生がロータリーの活動に親し

み、末永く交流できる基盤づくりをよろしくお

願いいたします。 

第 2510 地区【北海道】 大学から在学生へ出さ

れた行動指針の基準に沿って、風力計で換気を

確認、ＣＯ2 濃度も常にチェックするなどホテ

ルの協力で対策を徹底。300 人規模の会場に約

70 人が参加しました。 

第 2770 地区【埼玉県】 会場に集合して開催。

今年は確約書の説明と、奨学生・カウンセラー

の顔合わせ、自己紹介をメインとし、米山記念

奨学事業の詳

しい説明や、

カウンセラー

オリエンテー

ションは後日

Zoom で実施

します。 

 

第 2670 地区【徳島・香川・愛媛・高知県】  

原則として分区ごとに実施。愛媛分区ではオリ

エンテーションとカウンセラー研修を個別に実

施。奨学生、カウンセラー、幹事、事務局職員

にも出席いただき、奨学生の心得を説明し奨学

金とバッジを贈呈。クラブ側の事務処理につい

ても十分説明できたことが個別訪問のメリット

でした。他の 3 分区は集合形式で開催します。 
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. 㳝♀ꄋ鵭㕔 ˓ ػٞؤ焫ׇס䶹䭤מ䚉链 ˓
3 月までの寄付金は前年同期と比べて 1.9％

減（普通寄付金:1.4％減、特別寄付金:2.3％減）、

先月と変わらず約 2,200 万円の減少となりまし

た。新型コロナウイルスの再拡大によりリアル

での例会開催が困難な中、皆様からの貴重なご

寄付に厚く御礼申し上げます。早くワクチン接

種が進み、安心して通常の生活に戻れることを

祈るばかりです。今年度も残り 2ヶ月半ですが、

引き続き米山記念奨学事業へのご理解とご協力

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

. ُٝؓب٭眦㸓㰢⹘⚡ֿ Zoom 稀⚡ꝧ⤹
3 月 20 日（土）、マレーシア学友会総会が Zoom

で開催されました。当日はマレーシア国内だけ

でなく、海外在住の同国出身学友、その他ロー

タリアンや他学友会代表者ら

総勢 60 人ほどが参加。

黄麗容
ウォンライヨン

会長（2001-04／横浜

泉ＲＣ）は冒頭で、「学友会に

参加するのは、意義と恩を感

じているから。私たちがもら

った米山奨学金は、天から降

ってきたものではなく、日本

のロータリアンが出し合って

集められたもの。世界唯一の

顔の見える奨学金制度。教育

で世界は変わるという、ロータリアンの信念で

す」と述べ、米山学友が集まる意義を力強く語

りました。続いて活動報告や決算報告、そして、

マレーシア当局の手続きに則って役員選挙が行

われた結果、新幹事としてキュー イー ホンさ

ん（2016-17／岩見沢東ＲＣ）が選任され、他の

役員は再任となりました。 

このほか、「世

界米山学友の集

い」提唱者の一人

である何玉翠さ

んと、関東での開

催実行委員長に

就任した朴貞子

さんから、次回の

集いの説明と参

加の呼びかけが

ありました。その

後も交流は長時間続き、日本のロータリアンと

マレーシアの学友が新たに繋がる場面もありま

した。Zoom であっても、繋がり続けることの大

切さを実感するすばらしい総会でした。 

. 瑬  舅䄕磆☭Ⳃ槆ס✳鈐ャ㛻ױנ♏
昨年 7 月から活動を開始した第 4 代よねやま

親善大使。本来であれば、全国の各地区を訪問

し、米山関連の研修セミナーなどでスピーチを

し、ロータリアンの皆さまや各地区の奨学生・

学友と交流し、米山記念奨学事業の理解を深め

てもらうことを主な活動としています。今回、

親善大使が各自で自己紹介の動画を作ってくれ

ました（1人約 10 分）。3 人の魅力はこの短い動

画には収まりきれませんが、ぜひ多くの方にご

覧いただき、親善大使の招へいをご検討くださ

い。招へいのご依頼・ご相談は下記まで。現在、

Zoom での参加要請もお受けして

います。 

 親善大使の動画ページ： 

（右ＱＲコードを読み取っ

てください） 

 親善大使の招へい：広報担当

seminar@rotary-yoneyama.or.jp 
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